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１．研究計画の概要 
ニュートリノ混合現象の究明とニュート

リノ質量差の精密測定を目標に、加速器ニュ
ートリノビームを活用し、ニュートリノ実験
SciBooNE と T2K を実施している。SciBooNE
実験で世界最高精度でニュートリノ・原子核
反応を測定し、そのデータを活用し、T2K 実
験で世界最高感度でニュートリノ振動の研
究を実施する。 
 
２．研究の進捗状況 
SciBooNE 実験で、プロポーザル通りに集め

た 2×1020陽子/標的のデータを解析して、ニ
ュートリノと原子核の反応断面積を世界最
高精度で測定した。具体的には、ニュートリ
ノ荷電カレント（CC）コヒーレントπ生成反
応の探索、ニュートリノ中性カレント（NC）
π0生成反応の測定、NC コヒーレントπ0生成
事象の観測、CC反応の全断面積の測定を行っ
た。また、ミューオンニュートリノ消失モー
ドの高感度探索を行い、ニュートリノ消失の
事象は確認できず、もっとも厳しい上限値を
設定した 
T2K実験は、平成 20 年に前置ニュートリノ

測定器建設を中心に実験準備を進め、ニュー
トリノビーム測定に必要な、ミューオンモニ
ターとニュートリノモニターを製作した。更
に、翌年に前置ニュートリノ測定器を完成さ
せた。初ニュートリノビームは平成 21 年 4
月に観測に成功し、その後ビーム調整を行い、
同年 11 月に初ニュートリノ事象を前置ニュ
ートリノ測定器 INGRID で観測した。平成 22
年 1 月から物理ランを開始し、2 月にスーパ
ーカミオカンデ測定器で初ニュートリノ事
象観測に成功した。その後、ニュートリノビ
ーム強度を増強しながら、実験を継続中であ

る。 
物理解析は、平成 22 年 1 月から 6 月まで

に取った 3.23×1019 陽子/標的のデータを使
ってニュートリノ振動の結果を発表した。観
測された電子ニュートリノ事象数は１で、ニ
ュートリノ振動が無い場合の予想値が 0.3事
象、ニュートリノ振動が sin22θ13=0.1 で起こ
る場合は 1.2事象で大変興味深い結果となっ
ている。現在、この初期結果の 4倍以上の 1.46
×1020陽子/標的のデータを集めており、その
解析を進めている。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
本研究は、SciBooNE実験とT2K実験を2本

柱として進めてきた。京大ニュートリノグ
ループ総勢のべ20名強が集中的に研究に取
り組んでおり、そのおかげで、これまでは
計画以上の成果をあげている。 
SciBooNE実験では、これまで査読付き論

文4編に加え、共同研究者の協力で総数20近
い国際会議の発表を行っている。 
 T2K実験は、申請書の予定通りで進めてお
り、測定器建設等の実験準備を終え、物理
データの収集を始め、初期結果も発表する
ことができた。本研究成果の国際会議の発
表の半分以上はT2K実験の成果によってい
る。また、最新鋭測定器製作も論文として
発表している。 
 両実験からの成果の公表数、世界の注目度
に関しては計画以上の成果を上げている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 平成 23 年 3 月 11 日までは、特に問題なく
SciBooNE 実験解析と T2K 実験のデータ収
集は順調に進んでいた。しかし、3 月 11 日に
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起こった関東大震災により、J-PARC 加速器
と T2K ニュートリノビームラインが大きな
被害を負った。現時点で、詳細な損害状況は
判明していないが、少なくとも約半年間実験
が遅れると予想する。また平成 23 年度の電
力状況によっては、T2K 実験の再開に不定性
があるが、明確な予想を立てることは難しい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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